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他の大問に比べて正答率が高い
•

現
代
文
と
古
典
の

内
容
を
対
比
し
な

が
ら
読
み
進
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
ろ
う
。

•

教
科
書
の
古
典
に

慣
れ
親
し
も
う
。
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実際の問題

1
漢
字
の
読
み
が
な

を
書
け
。

○
こ
す
い

鼓
吹

×

こ
ふ
き
・
こ
ぶ

＊
鼓
舞
・
吹
奏
楽

→

語
彙
力
を
高
め
て
、

既
存
の
知
識
か
ら

読
み
を
類
推
す
る
。



実際の問題

監
督
の
キ
ョ
シ
ュ
ウ
が

注
目
さ
れ
る
。

○
去
就

文
意
か
ら
考
え
る
。

↓

監
督
の
地
位
を
去
る

の
か
否
か
。

※

「
辞
去
」

↕

「
就
任
」



活字に触れて、
語彙をふやそう！



2
漢
字
を

楷
書
で
書
け
。

画
数
を
正
し
く
書
け

て
い
る
。

ト
メ
、
ハ
ネ
が
正
し

く
書
け
て
い
る
。
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文学的な文章

問
４

僕
は
感
動
し
て
い
た
。

ピ
ン
と
張
り
詰
め
て
い
た
。
と

あ
る
が
、
な
ぜ
僕
は
こ
の
よ
う

に
思
っ
た
の
か
。
千
瑛
や
斉
藤

さ
ん
の
絵
と
対
比
し
な
が
ら
、

五
十
字
以
内
で
書
け
。

物
語
の
時
間
を
し
っ
か
り
追
う

こ
と
と
、
丁
寧
に
心
情
を
た

ど
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
。

「
僕
」
の
視
点
か
ら
描
か
れ
る

登
場
人
物
の
動
作
や
表
情
に
着

目
し
て
読
む
。

「
僕
」
の
心
情
を
「
千
瑛
や
斉

藤
さ
ん
の
絵
と
対
比
」
す
る
と

い
う
条
件
を
踏
ま
え
て
書
く
。

※

誰
の
絵
と
二
人
の
絵
を
対
比

す
る
の
か
確
認
す
る
こ
と
。

↓

西
濱
さ
ん
の
絵
に
対
す
る
思
い

を
読
み
取
る
。

※

理
由
説
明
の
書
き
方
に
注
意
。

◎
あ
く
ま
で
本
文
に
沿
っ
て

記
述
を
ま
と
め
よ
う
！
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説明的な文章

段落の切れ目をしっかりつかみ、
具体例が表す事柄を正しく読み
取って、論理をたどる。
本文全体を通じて主旨をつかむ。



説明的な文章

傍
線
部
の
「
日
本
の
よ
う
な
多

重
文
化
社
会
の
現
状
」
を
文
中

の
表
現
を
用
い
て
書
き
換
え
る
。

「
日
本
の
よ
う
な
多
重
文
化
社

会
」
の
特
徴
を
説
明
し
て
い
る

語
句
を
文
中
か
ら
探
す
。

「
現
状
」
は
直
前
の
「
こ
と
ば

通
じ
て
意
味
通
ぜ
ず
」
を
も
と

に
本
文
の
具
体
例
を
活
用
し
て

わ
か
り
や
す
く
表
現
す
る
。

「
多
重
文
化
社
会
」
の
ど
ん
な

点
が
具
体
的
に
ど
う
い
う
状
況

を
招
く
か
を
軸
に
し
て
、
本
文

中
の
語
句
を
用
い
な
が
ら
指
定

字
数
内
で
記
述
す
る
。

◎
記
述
解
答
は
設
問
の
指
示
に

対
応
し
た
文
末
表
現
に
す
る
。

問
２

日
本
の
よ
う
な
多
重
文
化
社

会
の
現
状
と
あ
る
が
、
ど
う
い
う

こ
と
か
。
五
十
字
以
内
で
答
え
よ
。



説明的な文章

設
問
の
「
～
と
あ
る
が
」
と
は
、

傍
線
部
を
踏
ま
え
よ
と
い
う
意

味
で
あ
る
。
（
賛
成
・
反
対
で

な
く
て
も
よ
い
）

条
件
に
従
い
、
自
分
の
意
見
の

根
拠
と
な
る
例
を
一
つ
示
す
。

問
５

わ
た
し
は
、
そ
こ
に
、
異

文
化
の
接
触
、
多
重
文
化
社
会
な

ど
、
現
代
の
「
伝
え
合
い
」
を
考

え
る
う
え
で
、
重
要
な
縮
図
と
な

る
場
所
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い

る
。
と
あ
る
が
、
異
な
る
文
化
が

混
在
す
る
現
代
に
お
い
て
、
我
々

は
他
者
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
べ

き
だ
と
あ
な
た
は
考
え
る
か
。
例

を
一
つ
あ
げ
な
が
ら
、
二
百
四
十

字
以
内
で
書
け
。

何
を
答
え
る
の
か
を
確
認
す
る
。

↓

「
我
々
は
他
者
と
ど
の
よ
う
に

関
わ
る
べ
き
」
か
に
つ
い
て
、

意
見
を
述
べ
る
。



小論文 小論文
問題文の指示は解答ルール

１ 資料から課題を見付けて論じる

【資料１】世界人口の地域別の推移と未来予測、
【資料２】2015年の世界の水道（各戸給水）普及率、
【資料３】ＳＤＧｓ１７の目標
設問内容：【資料１】【資料２】の問題解決のためにＳＤ
Ｇｓの目標から「６」以外で密接に関係する目標を選ぶ。
その理由と自分がどう関わっていくかを具体的に述べる。



小論文 小論文
2 文章を読み、考えを書く

「『知る』と『わかる』の違い」とはどういうことかについて、
文章（対談）を踏まえながら自分の考えを５００字でまとめる。
※３～４段落構成とし、主張の説明として具体例を示すことが条件。

①本文から読み取った「知る」と「わかる」の相違を簡潔
にまとめる。→要点をつかんで表現する力が問われる！
②①に対して自分の考えを具体例を挙げて説明する。
③反対意見を想定して答える形で自分の意見を補強する。
注意：条件を満たしているか、誤字・脱字がないか見直す。



活字に触れ、言葉と思考を
豊かにしよう


